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あらまし：学校教育では知識の詰め込みが中心となりがちであり，既存の知識と対応付ける形で知識を定

着させることが難しい．効果的な学習機会を提供できれば，学習者は独自の知識を構築することができ，

疑問や関心が生まれ，学習が促されると考えられる．本研究では，学習者が独自の知識を構築するための

要件として仮説論証能力に着目し，仮説論証能力育成システムの構築を情報システムの観点から検討する． 
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1. はじめに 
習得される知識のもつ意味や意義が解明され，新

たな知識と学習者既有の知識が関連付くことで，学

習者自身が理解を組み立てる形で知識を構築できる

ことが知られている(1)．学習者独自の知識構築は新

たな疑問や関心を生み，学びの動機付けを促すと考

えられる．一方で歴史科目の教育現場では，学習者

は教授者の一方向的な説明を聞く学習姿勢になりが

ちであり，暗記中心の学習を行う傾向がある．暗記

的な学習では，学習者は既有の知識と関連付ける形

で新たな知識を定着させることが困難であるという

問題がある．このような問題を解決するためには，

学習者が知識同士を関連付けながら学習できるよう

な効果的な学習環境が求められる． 
本研究では， 歴史学が本来，過去の史料から推測

することができる様々な解釈の中から合理的な解釈

を定説として積み上げる学問であることに着目する．

知識を整理し，推測される仮説の妥当性を論証する

プロセスは，知識同士の関連性を捉える学習に効果

的であると考えられる．本研究では，歴史学者が論

証を伴いながら合理的な仮説を構築する一連のプロ

セスに沿って歴史学習を進めることで，学習者が効

果的に知識同士を関連付けることができる学習環境

のあり方を検討する．学習者が論理的に理解を深め，

独自の知識を構築できる支援環境を通して，新たな

疑問や関心を喚起し，学習に対する姿勢の変容を促

すことを目指す． 
 
2. 仮説論証型の学習プロセス 
本研究では，学習者が知識同士を関連付けながら

仮説論証型の学習を進めるためのプロセスとして，

歴史を教材とした図１に示す３段階の学習サイクル

を提案する．  
2.1 知識整理プロセス 
教科書を用いて歴史学習を進める場合，地域･時代

ごとに時系列化した内容に沿う形で学習するため，  

 
図 1 仮説論証を伴う学習サイクル 

 
学習者は同時期に発生した異なる地域でのイベント

間の関連や，因果関係を捉えながら学習を進めるこ

とが難しいことが指摘されている(2)．「知識整理プロ

セス」では，学習者が知識整理を円滑に行うために，

学習した内容を時系列に沿って視覚的に整理・把握

できる環境を提供することにより，学習者が歴史イ

ベント間の関連や因果関係を捉えることに伴う困難

性を軽減する仕組みを導入する． 
2.2 仮説生成プロセス 
学習者の思考を促す手段として，理解を深化させ

る多くの付加的な問いが生まれるような「問い」が

有効であることが指摘されている(3)．Jouault らは歴
史学習の文脈において，DBpedia に代表される
Linked Open Data（LOD）を活用することで，学習者
の学習内容に追従しながら史実の深い理解を促す

「問い」を自動生成できる仕組みを提案している(4)． 
この技術を利用し，システムが学習者に問いを投げ

かける環境を提供することで，「仮説生成プロセス」

において学習者がその問いに答える形で仮説を生成

すると共に，歴史イベント間の関連や因果関係を捉

えようとする思考を促すことを本プロセスにおいて

実施することを想定する． 
2.3 仮説論証プロセス 
	 仮説を立証していくためには論拠が必要となる．

学習者が「問い」に答える形で仮説生成を行うこと

に仮説の論拠を捉えようとする過程を加えることで，
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より学習者自身が理解を組み立てる形で知識同士の

関連付けを行うことができると考えられる．理解の

深化に伴い新たに知識を整理し，当初の仮説を修正

し，再び仮説論証を行う学習サイクルが生じると想

定している． 
	 一般に学習者が仮説での主張とその論拠を明確に

対応付けながら仮説生成を行うことには困難が伴う

と考えられる．この困難性を軽減するため，「仮説論

証プロセス」では学習者が論理関係を捉えやすいよ

うに，仮説での主張とその論拠の対応関係を可視化

する環境を提供することで，主張と論拠の整合性を

捉えやすくする仕組みを実現する． 
 
3. 提案システムの検討 
前章で述べた考えに基づく Web アプリケーショ

ンの支援機能と学習者の活動を検討する．学習者は

Webサイトを閲覧しながら，探求的に学習している
状況を想定している． 
3.1 知識整理支援 
本検討段階のシステムインタフェースでは，図２

に示すブラウザ上で，「第二次世界大戦」や「独ソ戦」

といった歴史イベントをクリックすると， LOD と
対応付けられることで時間情報が取得され，それら

を表すノードが知識整理画面に自動で時系列に並ぶ

環境を考えている．学習者はWebサイトを閲覧しつ
つ，関連する歴史イベントや重要人物同士を関係づ

ける活動を行うことで，時系列に沿いながら視覚的

に歴史イベント間の関連や因果関係を捉えやすくな

る環境を考えている． 
3.2 仮説生成支援 

Jouault らの提案する問い生成の仕組みに基づき，
学習者が知識整理画面で作成したノードから学習内

容に沿う「問い」を生成し，学習者に提示する機能

を考えている．知識整理と仮説論証を明確に区別す

るために，知識整理画面とは別に仮説と根拠の対応

関係を構築する図３のような仮説論証画面を用意す

る．学習者は提示された「問い」に答える形で仮説

を設定し，次の仮説論証プロセスの準備として，学

習者は仮説の主張部分を選択する． 
3.3 仮説論証支援 
学習者は仮説の根拠となる事実を Web で探索し，

発見した歴史事実や学習者が行った推察等を図３の

論証エリアに根拠として追加し，支持する主張や推

察とを関係付ける活動を行う．ここでは，根拠元と

なるWebページへのリンクを張ることで，振り返り
活動を円滑にさせることを考えている．根拠Webペ
ージが存在しないノードは推察とシステムが判断し，

ハイライトを行う機能を加えることで，仮説の主張

とその論拠を対応付ける際の困難性を軽減させつつ

論拠に基づいた合理的解釈を常に考えるインタフェ

ースを想定している． 
 

 

4. 結論と今後の課題 
本研究では，学習者が知識同士を関連付けながら

行う仮説論証型学習の一手法を提案した．今後の課

題として，検討したシステムの実装を進めるととも

に，その有効性を確認する必要がある． 
 

 
図 2 知識整理画面 

 

 
図 3 仮説論証画面 
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